
理事長退任のごあいさつ 

足立己幸 

 

大変長い間、お世話になりました。ありがとうございました。本日、開会のあいさつで、お詫び申し上

げましたように、大きな課題を残したままの退任を、どうぞお許しください。 

 

NPO 食生態学実践フォーラムとしての出発から 18 年、支えてくださった、数えきれないほど多くの

方々に、感謝申し上げます。 

 

NPO 設立の準備段階というか、胎生期にあたる「食生態学実践グループ」が宮城県蔵王山麓に「食生

態学実践セミナーハウス」を建て、「食事づくりセミナー」をはじめたのが 1983 年ですから、この間の

20 年をプラスすると 38 年間、お世話になったことになります。本当にありがとうございました。  

 

たくさんの優秀な会員、食生態学実践と研究の両面から、個性的能力を発揮し、活動される若手会員に

速やかにバトンを渡し、活躍していただくべきでした。ずるずると理事長職をさせていただいたこと、申

し訳ないことをしたと、反省しています。 

 

「食生態学実践フォーラム」は一人残らずの人々の、ぞれぞれの生活の質と環境の質の、よりよい共

生、持続可能な共生をめざして、「食を営む力」を育てあうことをめざしてきました。 

この方向は（「食生態学―実践と研究」13 号の指定発言にも書かせていただきましたが） 

今世界中で共有され、実行へと努力されている SGDGs のめざす「5 つの P」やその実現のための「17 の

ゴール」にしっかり重なってきます。 

 

実は、昨日、日本時間の夜中 2 時から、皆さんご存知のイソベル・コンテント教授のコロンビア大学退

職記念・国際シンポジュムがありました。世界中から第一線の栄養教育関連の研究者や実践者が参加し

た、熱っぽい・素晴らしい講演でした。 

びっくりしたのは、イソベル教授の講演最後の総括で、まずイソベルの「栄養教育の重層構造の概念

図」が出され、個人内から家族・組織・地域へと様々な内的要因と環境要因がかかわっていく、その構造

的な理解と対応する計画が重要だと話されました。 

その次に何と、足立の、皆さんおなじみの「地域における食の営みの図」小学生バージョンの概念図が

スライドいっぱいに映し出されました。 

びっくりして、うれしくて、でも緊張して、涙が出てきました。「今こそ、世界で求められている栄養

教育」の国際シンポジュムで、世界の関係者に発信されたことになります。 

食生態学のコンセプトや実践と研究が、今までの方向でいいんだ、と勇気をもらいました。実践と研究

の両面から、十分な吟味を重ねて、日常の実践に役立つ内容と表現法に進化・発達させなければならない

と、勇気をいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからは NPO 法人食生態学実践フォーラムの会員として、私にできることを（私も 85 歳になりま

したので、できる範囲で）自由にやらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

その一つは、今まで問題提起してきた課題について、執筆した論文等の整理をして、会員の皆さまにも

活用いただけるような本や教材にしたいと思います。 

まず、近いうちに、女子栄養大学出版部から、コロナが厳しく問いかけてきた機に「共食・孤食の真髄」

（仮題）を発行いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

これからもお世話になることが多いと思います。よろしくお願いいたします。本当にありがとうござい

ました。 

 

 

※第 18 回総会時あいさつの再掲です。 


